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学
術
文
化
遺
産
の
戦
後
処
理
問
題
解
決
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

本
年
一
月
十
八
日
に
提
出
し
た
質
問
主
意
書
（
質
問
第
一
号
）
で
、
戦
前
の
日
本
が
植
民
地
支
配
を
し
て
い
た
当
時
、
諸
外

国
・
諸
地
域
か
ら
正
当
な
手
続
き
を
経
ず
に
持
ち
帰
っ
た
文
化
的
遺
産
が
あ
り
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
求
め

た
。
あ
わ
せ
て
、
公
開
や
返
還
を
進
め
る
こ
と
が
学
術
文
化
分
野
の
戦
後
処
理
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
こ
と
を
示
し
、
返
還

に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
質
し
た
。
と
こ
ろ
が
政
府
は
問
題
に
正
面
か
ら
全
く
向
き
合
う
こ
と
も
せ
ず
、
「
お
答
え
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
」
と
い
う
答
弁
書
を
閣
議
決
定
し
た
。

よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

（
一
）

植
民
地
統
治
下
に
日
本
国
内
に
持
ち
込
ま
れ
た
文
化
的
遺
産
の
所
在
、
点
数
な
ど
の
実
態
調
査
は
、
政
府
と
し
て
行

う
必
要
は
な
い
と
い
う
認
識
か
。

（
二
）

戦
前
の
東
京
帝
国
大
学
、
京
都
帝
国
大
学
を
中
心
と
し
て
、
朝
鮮
半
島
で
遺
跡
等
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

時
に
出
土
し
た
資
料
は
日
本
国
内
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
な
い
の
か
。
ま
た
、
そ
の
ま
ま
日
本
国
内
に
残
っ
て
い
る
も
の

は
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
。
残
っ
て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
の
名
称
と
所
在
を
出
土
場
所
等
と
あ
わ
せ
て
示
さ
れ
た

い
。
「
調
査
に
時
間
を
要
す
る
」
「
修
正
作
業
が
膨
大
」
等
の
場
合
は
、
主
な
も
の
を
示
さ
れ
た
い
。
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（
三
）

東
京
大
学
、
京
都
大
学
に
残
っ
て
い
る
資
料
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
所
蔵
し
続
け
て
よ
い
の
か
。
返
還
す
る
必
要

は
な
い
の
か
。

（
四
）

朝
鮮
総
督
府
は
、
日
本
が
「
韓
国
併
合
」
し
た
朝
鮮
を
支
配
す
る
た
め
に
置
い
た
機
関
で
あ
る
。
朝
鮮
総
督
府
お
よ

び
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
は
遺
跡
等
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
（
調
査
代
表
者
、
調
査
対

象
、
主
な
出
土
資
料
、
資
料
所
蔵
の
場
所
等
）
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
五
）

文
部
科
学
省
が
私
に
提
出
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
東
京
国
立
博
物
館
は
、
新
羅
の
有
力
者
の
墓
と
考
え
ら
れ
る
梁
山

夫
婦
塚
（
慶
尚
南
道
梁
山
郡
梁
山
面
）
か
ら
出
土
し
た
冠
を
は
じ
め
、
百
七
十
五
件
の
資
料
を
収
蔵
し
て
い
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
か
。
詳
細
に
答
え
ら
れ
た
い
。

（
六
）

梁
山
夫
婦
塚
出
土
品
以
外
に
、
東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
資
料
の
う
ち
、
朝
鮮
総
督
府
統
治
時
代
に
朝
鮮
半
島

で
収
集
し
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
は
な
い
の
か
。
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
「
調
査
に
時
間
を
要
す
る
」
「
修
正
作

業
が
膨
大
」
等
の
場
合
は
、
主
な
も
の
を
示
さ
れ
た
い
。

（
七
）

梁
山
夫
婦
塚
出
土
品
を
含
め
東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
資
料
の
う
ち
、
朝
鮮
総
督
府
が
関
わ
っ
た
こ
れ
ら
の
資

料
は
現
在
す
べ
て
公
開
さ
れ
、
外
国
人
を
含
め
来
館
者
が
誰
で
も
自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
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か
。
自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
法
令
等
を
示
さ
れ
た
い
。

（
八
）

梁
山
夫
婦
塚
出
土
品
を
含
め
東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
資
料
の
う
ち
、
朝
鮮
総
督
府
が
関
わ
っ
た
資
料
は
返
還

す
る
必
要
は
な
い
の
か
。
必
要
が
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
九
）

東
京
大
学
は
、
十
四
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
ま
で
の
朝
鮮
王
朝
の
公
式
記
録
で
、
歴
代
国
王
の
業
績
を
記
録
し
た
「
朝

鮮
王
朝
実
録
」
四
十
七
冊
を
二
〇
〇
六
年
七
月
十
四
日
に
ソ
ウ
ル
大
学
に
引
き
渡
し
た
と
聞
く
。
こ
れ
は
「
返
却
」
で

は
な
く
、
「
引
き
渡
し
」
な
の
か
。

東
京
大
学
に
あ
っ
た
朝
鮮
王
朝
実
録
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
持
ち
込
ま
れ
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

な
ぜ
引
き
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
と
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
十
）

宮
内
庁
書
陵
部
に
は
、
李
氏
朝
鮮
時
代
の
王
室
の
行
事
や
儀
式
を
表
し
た
「
朝
鮮
王
室
儀
軌
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
朝
鮮
王
室
儀
軌
が
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
は
い
つ
で
、
な
ぜ
持
ち
込
ま
れ
た
の
か
。
理
由
と
経
緯
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。
ま
た
、
現
在
な
ぜ
宮
内
庁
が
所
蔵
し
て
い
る
の
か
。

（
十
一
）

朝
鮮
王
室
儀
軌
の
日
本
へ
の
持
ち
込
み
に
際
し
、
朝
鮮
総
督
府
は
ど
の
よ
う
に
関
与
し
た
の
か
。
詳
細
に
示
さ
れ

た
い
。
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（
十
二
）

朝
鮮
王
室
儀
軌
を
含
め
、
朝
鮮
総
督
府
が
関
わ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
、
宮
内
庁
が
所
蔵
し
て
い
る
も
の
は
何
件
、
何

冊
あ
る
の
か
。
表
題
と
と
も
に
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
朝
鮮
王
室
儀
軌
等
の
こ
れ
ら
資
料
は
、
自
由
に
閲
覧
が
で
き
る

の
か
。
自
由
な
閲
覧
が
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

（
十
三
）

一
八
九
五
年
、
日
本
の
軍
人
ら
に
殺
害
さ
れ
た
朝
鮮
国
王
の
妃
・
閔
妃
（
諡
号
は
明
成
皇
后
）
の
国
葬
を
記
録
し

た
儀
軌
の
表
題
は
何
か
。

（
十
四
）

第
三
代
の
韓
国
統
監
に
就
任
し
た
寺
内
正
毅
は
、
朝
鮮
王
室
（
資
料
に
よ
っ
て
は
韓
国
皇
室
）
を
ど
の
よ
う
に
処

遇
し
よ
う
と
し
、
そ
の
結
果
ど
う
な
っ
た
か
。

（
十
五
）

「
李
王
職
」
と
は
当
時
の
宮
内
省
の
管
轄
下
に
置
か
れ
て
い
た
の
か
。
ま
た
、
李
王
職
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う

職
務
を
行
い
、
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
存
在
し
た
の
か
。
年
月
日
を
西
暦
で
示
さ
れ
た
い
。

（
十
六
）

李
王
職
の
職
務
に
は
朝
鮮
王
室
儀
軌
を
含
め
、
朝
鮮
王
室
の
財
産
（
文
化
的
遺
産
を
含
む
）
の
管
理
が
入
っ
て
い

た
の
か
。
管
理
財
産
の
主
な
も
の
に
は
ど
う
い
う
も
の
が
入
っ
て
い
た
の
か
。

（
十
七
）

李
王
職
職
員
は
ど
こ
に
居
住
し
、
ど
こ
で
働
い
て
い
た
の
か
。
住
所
・
所
在
地
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
勅
奏
任
官
の
出
張
に
つ
い
て
は
、
李
王
職
長
官
か
ら
宮
内
大
臣
に
朝
鮮
総
督
府
の
総
督
を
経
由
し
て
行
う
こ
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と
と
さ
れ
て
い
た
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
と
ら
れ
た
の
か
。

（
十
八
）

終
戦
時
に
、
李
王
職
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
李
王
職
が
管
理
し
て
い
た
財
産
は
、
日
本
政
府
に

よ
っ
て
す
べ
て
韓
国
側
へ
返
還
さ
れ
た
の
か
。

（
十
九
）

李
王
職
に
関
す
る
文
書
は
、
現
在
ど
こ
に
保
存
・
保
管
さ
れ
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。
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